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定
例
会

第3回

９月定例会
９／5～18

◆各会計歳入歳出決算額

会計名 歳　入 歳　出 差引額

一 般 会 計 59億9,660万円 55億8,570万円 4億1,090万円

特
別
会
計

後期高齢者医療 1億1,743万円 1億1,741万円 2万円

国 民 健 康 保 険 14億2,399万円 13億8,942万円 3,456万円

介 護 保 険 9億7,303万円 9億2,869万円 4,433万円

下 水 道 事 業 5億 187万円 4億8,663万円 1,524万円

歳出総額　55億8，570万円で認定
平成30年度　一般会計

　

令
和
元
年
第
３
回
明
和
町
議
会
定

例
会
は
、９
月
５
日
に
招
集
さ
れ
、18

日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
は
、町
長
か
ら
諮

問
１
件
、報
告
１
件
、人
事
、条
例
制

定
・
改
正
、補
正
予
算
及
び
平
成
30
年

度
各
会
計
決
算
の
認
定
な
ど
議
案
15

件
が
提
出
さ
れ
、慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、８
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問

が
出
さ
れ
、活
発
な
議
論
を
展
開
し

て
町
当
局
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。

※表示した金額は、歳入・歳出・差引額ごとに四捨五入を行っています。

町民体育祭
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令和元年度

補
正
予
算
主な質疑

一
般
会
計

都
市
計
画
総
務
費

質
問 

川
俣
駅
東
口
の
施
設
や

駐
車
場
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
、

建
物
は
二
階
建
て
の
入
院
施
設

な
ど
も
併
設
し
た
設
計
案
と
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
国

の
調
査
費
助
成
は
ど
の
部
分
に

対
す
る
も
の
か
。

企
業
立
地
推
進
室
長 

保
健
セ

ン
タ
ー
と
連
絡
通
路
の
地
質
調

査
、
設
計
費
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

質
問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
本
町
の
交
付
状
況
と
取
得
の

た
め
の
啓
発
は
。

住
民
環
境
課
長 

７
月
末
現
在

の
交
付
枚
数
は
１
１
３
３
枚
で

す
。
広
報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
啓
発
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
効
果
的
な
方
法
を
検
討
し
ま

す
。自

動
車
購
入
費
補
助

質
問 

高
齢
者
の
自
動
車
事
故

抑
止
効
果
の
あ
る
先
進
安
全
自

動
車
購
入
費
補
助
金
の
補
正
１

０
０
万
円
は
何
台
分
か
。
ま
た
、

周
知
方
法
は
。

総
務
課
長 

20
台
分
で
す
。
平

成
29
年
度
か
ら
毎
年
４
月
号
の

広
報
紙
に
掲
載
し
て
お
り
、
今

年
は
９
月
号
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
自
動
車
販
売

店
で
も
顧
客
に
説
明
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

子
育
て
世
帯
向
け
等
商
品
券

質
問 

低
所
得
者
・
子
育
て
世

帯
向
け
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
と
は
、
ど
う
い
う
世
帯
を

対
象
と
し
て
い
る
の
か
。

介
護
福
祉
課
長 

低
所
得
者
と

は
、
住
民
税
非
課
税
の
方
（
住

民
税
課
税
者
と
生
計
同
一
の
配

偶
者
、
扶
養
親
族
、
生
活
保
護

の
被
保
護
者
等
を
除
く
）
で
す
。

子
育
て
世
帯
と
は
、
平
成
28
年

４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年
９
月

30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

が
い
る
世
帯
で
す
。

質
問 

周
知
方
法
は
。

介
護
福
祉
課
長 

８
月
上
旬
に

低
所
得
者
に
は
申
請
書
を
郵
送

し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
広
報
紙

８
月
号
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
し
た
。

副
町
長
の
選
任

質
問 

任
期
満
了
を
迎
え
る
副

町
長
に
慰
留
は
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、
人
選
に
あ
た
り
県
に
打

診
し
た
の
か
。

町
長 

慰
留
は
行
い
ま
し
た
。

県
に
打
診
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

質
問 

ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ

っ
て
副
町
長
を
退
任
す
る
の
か
。

副
町
長 

一
身
上
の
都
合
に
よ

り
退
任
し
ま
す
。

　　　　　

そ
の
他

賛成
　

瀬
下
嘉
彦
氏
は
、
約
36
年
間
町
行
政
に
携
わ
り
、
そ
の

経
歴
、
職
務
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
と
と
も
に
実
行
力
を

兼
ね
備
え
て
お
り
、
副
町
長
に
適
任
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
大
事
業
で
あ
っ
た
川
俣
駅
整
備
事
業
で
は
、
都
市
計
画

課
長
と
し
て
手
腕
を
振
る
い
、
見
事
完
成
に
導
き
ま
し
た
。

現
在
の
町
の
都
市
計
画
の
礎
を
築
い
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
定
年
ま
で
の
間
は
総
務
課
長
と
い
う
要
職
を
滞

り
な
く
務
め
上
げ
、
職
員
か
ら
の
信
望
も
厚
い
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

　

実
直
か
つ
謙
虚
で
あ
り
、
地
元
で
神
職
を
務
め
る
な
ど

人
柄
も
正
に
温
厚
篤
実
で
す
。
明
和
町
が
今
後
更
に
躍
進

す
る
た
め
に
は
、
瀬
下
氏
の
今
ま
で
培
っ
た
能
力
と
実
行

力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
副
町
長
に
選
任
す
る
こ
と
に

賛
成
し
ま
す
。

坂
上
　
祐
次
　
議
員

討

論

 

■
■ 

人
事
案
件 

■
■

○
副
町
長
の
選
任

　
　

瀬
下　

嘉
彦
（
新
任
）
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では、こんな質疑　がありました

質問 本町の
ふるさと納税
が増えた理由
は。

企画財政課 返礼品の主
力は梨であり、受付期間
を従来よりも長くした成
果と考えます。

※財政力指数とは、数字が大きい方がより健全です。
数値が「１」であれば、100％自主的な収入で町の
運営ができることになります。

総務課 平成30年度
の自主返納件数は37
件で年々増加してい
ます。高齢者先進安
全自動車購入費補助
は昨年度36件でした
が、今年度予算を増
やしました。

質問 免許証
自主返納の状
況と高齢者事
故対策は。

産業振興課 農地の流動
化という面では、集積の
効果は上がっていると考
えます。機構からの貸付
面積は60ヘクタールを超
えています。

質問 農地中間管理機構
への貸付希望者263人
に対し借受応募者59人
とあるが、集積効果は
上がっているのか。ま
た、農地の貸付面積は。

質問 国民健
康保険税の不
能欠損額が大
きい理由は。

税務課 失業や生活困窮の一
人世帯が増えてきたためです。
外国人の滞納額も増えていま
す。

国民健康保険特別会計

企画財政課 ※財政力指数は
0.765で前年度より0.023ポイ
ント増加して、県下で一番の
伸び率です。郡内５町では低
い方から二番目ですが、中位
に近づいています。

質問 自治体の
財政力を表す指
数があるが、町
財政力指数と郡
内５町と比べ本
町の状況は。

質問 空家等
所有者アンケ
ートの回収率
が少ないが、
アンケートの
内容と実施の
仕方は。

企業立地推進室 各地区の
代表者の方と話し合い、空き
家と思われる家を対象に実施
しました。内容は、空き家バ
ンクの登録の意思確認や、今
後どうしたいのかという全般
の意見を伺いました。

ふるさと納税返礼品の一例

税務課 平成30年４月に
納税係を設置し、徴収強
化と難しい滞納処分にも
対応できるようになった
ためです。

質問 町税の収納
率が98.7％で前
年度より0.28ポ
イント増加したが、
要因は。
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では、こんな質疑　がありました決算特別委員会 
　平成30年度の各会計決算を審議するため特別委員会を設置し、栗原孝夫議員を委員長に９月11日、
12日の２日にわたり詳細に審議をしました。その中で出された質疑の一部を紹介します。

質問 国民年金
への外国人の加
入状況は。また、
国保医療の手続
きについて言葉
による障害はな
いか。

健康づくり課 平成30年度
に転入してきた外国人の国民
年金加入者は約30人でした。
医療手続については、同行し
ている言葉がわかる会社の人
を介すか、英語のできる職員
を介して行っています。

質問 奨学資
金貸付制度に
対する評価は。

学校教育課 平成30年度は新規
に３名の貸付を認可しました。累
計106名の町民に利用されていま
す。

質問 クビア
カツヤカミキ
リ対策協議会
とは、どのよ
うな組織か。

住民環境課 館林市と邑楽
郡５町により結成された協
議会です。防除方法、現状
についての情報共有や国の
補助金を活用した伐倒対応
を行っています。

質問 台風15号に
よる千葉県での長
期停電を考えると、
蓄電池設置に対す
る補助など町の対
応が必要と思うが。

住民環境課 現在、町で
は太陽光パネル等の設置
費補助金のみですが、蓄
電池等の補助金について
も今後検討する必要があ
ると考えています。

質問 成人の
風しんへの対
応は。

健康づくり課 昭和37年度か
ら昭和54年度生まれの方を対象
に、今年度から予防接種が実施
されます。今年度は年齢の若い
方を対象に通知を出す予定です。
早期接種の希望があれば、対応
します。

質問 生ごみ
から作られる
堆肥の排出量
と配布方法は。

学校教育課  堆肥排出量は
2,145kgです。給食センターで
は５kg袋の堆肥を年間19回無
料配布しており、１回の配布
に20名程が受け取りに来ます。
また、産業祭では２kg袋を150
袋用意し無料配布しています。

学校教育課 来年度から小学
５・６年生は教科化され週２時
間の授業が、３・４年生は週１
時間の外国語活動が実施されま
す。本町は文科省に英語特例校
の申請をして既に新学習指導要
領に対応する英語教育をしてい
るので、準備は万全です。

質問 英語の
教科化につい
ての対応は。

外国語活動
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本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事

件
は
、
平
成
30
年
度
明
和
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
明
和

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
、
明
和
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
、
明
和
町
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
及
び
明
和

町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
５
議
案
で
す
。
こ

の
審
査
に
つ
い
て
、
会
議
規
則

第
76
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
し

ま
す
。

　

本
委
員
会
の
審
査
は
、
９
月

11
日
総
務
・
産
業
常
任
委
員
会

所
管
の
審
査
を
、
９
月
12
日
は

文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会
所
管

の
審
査
を
、
担
当
課
長
、
室
長

並
び
に
係
長
等
の
出
席
を
願
い
、

説
明
や
質
疑
等
の
回
答
を
求
め
、

慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
５
議
案
す
べ
て
を
原
案
の
と

お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
予
算
執
行
並
び

に
令
和
２
年
度
予
算
編
成
は
、

事
前
に
十
分
な
検
討
を
さ
れ
、

町
民
に
と
り
ま
し
て
、
福
祉
の

向
上
と
地
域
社
会
の
活
力
あ
る

発
展
を
目
指
し
、
費
用
対
効
果

を
考
慮
し
て
執
行
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
決
算
特
別

委
員
会
の
報
告
と
し
ま
す
。

賛成

　
歳
入
は
、
59
億
９
６
６
０
万
２
９
０

３
円
で
、
最
も
重
要
な
財
源
で
あ
る
町

税
は
、
23
億
２
３
６
４
万
６
４
４
０
円

と
、
昨
年
度
よ
り
２
・
１
%
増
と
な
り

ま
し
た
。
町
税
の
収
納
率
は
98
・
７
％

で
、
対
前
年
度
比
０
・
３
％
増
と
若
干

上
が
り
、
県
下
で
高
い
収
納
率
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
収
入
未
済
額
は
、
２
８

１
４
万
２
６
１
円
で
対
前
年
比
16
・
０

%
の
減
と
い
う
、
町
執
行
部
の
努
力
の

成
果
が
出
て
い
る
結
果
で
す
。

　
予
算
執
行
は
、
町
総
合
戦
略
の
「
あ

た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
、

「
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」、

健全な行財政運営が図られた
ものと評価

反対

　

本
町
の
農
家
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

後
継
者
対
策
も
急
い
で
行
う
べ
き
で

す
。
図
書
館
で
の
図
書
等
購
入
費
は
、

平
成
15
年
度
と
比
べ
半
額
以
下
と
な

っ
て
い
ま
す
。
図
書
等
購
入
費
は
増

額
す
べ
き
で
し
た
。
学
校
給
食
の
無

料
化
も
検
討
す
べ
き
で
す
。
県
内
で

は
、
み
ど
り
市
、
板
倉
町
な
ど
の
11

市
町
村
で
既
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
ご
み
収
集
で
約
６
０
０

万
円
の
費
用
を
か
け
て
指
定
袋
制
度

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
館
林
邑
楽
の

１
市
５
町
で
は
本
町
だ
け
と
な
り
、

学校給食費の無料化等
町民要望の実現を

費
用
対
効
果
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
消
火
器

無
償
貸
与
復
活
、
高
齢
者
へ
の
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
条
件
の
緩
和
、

川
俣
駅
南
側
踏
切
の
安
全
対
策
の
町

民
要
望
も
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
推
進
事
業
を
中
止

し
て
、
町
民
要
望
を
優
先
す
べ
き
で

す
。
町
民
が
求
め
て
い
る
策
に
乏
し

く
、
町
民
の
生
活
を
支
え
る
決
算
と

は
認
め
が
た
く
反
対
し
ま
す
。

早
川
　
元
久
　
議
員

「
明
和
町
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
」
の
３
つ
を
基
本
目
標
と
し
、
高
齢

者
先
進
安
全
自
動
車
購
入
補
助
事
業
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
総
合
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購

入
事
業
、
新
生
児
聴
覚
検
査
事
業
、
高

齢
者
の
元
気
ア
ッ
プ
事
業
、
こ
ど
も
園

送
迎
バ
ス
２
台
の
導
入
事
業
な
ど
各
種

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
決
算
は
、
町
執
行
部
が

英
知
を
絞
り
、
健
全
な
行
財
政
運
営
が

図
ら
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
も
の
で
あ

り
、
決
算
の
認
定
に
賛
成
し
ま
す
。

関
根
　
愼
市
　
議
員

討

論

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
　
栗
原
　
孝
夫

審

査

報

告
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提出議案と審議結果第３回定例会　９／５～18

○…賛成、×…反対、欠…欠席、議…議長

議　案 件名と主な内容 審議結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

藤
野
　
一
也

早
川
　
元
久

堀
口
　
正
敏

川
島
　
吉
男

坂
上
　
祐
次

岡
安
　
敏
雄

奥
澤
　
貞
雄

斎
藤
　
一
夫

栗
原
　
孝
夫

三
浦
　
次
弘

関
根
　
愼
市

田
口
　
晴
美

諮問
第 1 号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること…人権擁護委員の任期満了に伴い、
山野井洋子氏の推薦につき議会の意見を求めるもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

報告
第 4 号 平成30年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告 －

議案
第 29 号

専決処分の承認（令和元年度明和町下水道事業特別会計補正予算（第１号））…
水質浄化センター維持管理費 300 万円を増額し、補正後の予算総額を 4 億
9,700 万円とするもの。

原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 30 号

明和町地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の制定…明和入ヶ谷南
工業団地地区において、工場的土地利用及び隣接する集落の住環境の保全を図る
ため制定するもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 31 号

明和町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正…放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部改正により、
都道府県知事のほか政令指定都市の長も放課後児童支援員認定研修を実施できる
ようになったことから、条例を改正するもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 32 号

明和町道路占用料徴収条例の一部改正…道路法施行令に準じ、道路占用期間１か
月未満の道路占用料徴収の規定を追加するもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 33 号

支給認定に関する条例の一部改正…子ども子育て支援法の一部改正により、条例
の題名及び本文中の文言を改正するもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 34 号

群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議…群馬東部水道企業団が常
勤の職員に係る退職手当の支給事務の共同処理を、藤岡市が消防団員又は消防吏
員に係る賞じゅつ金支給事務の共同処理を開始することに伴い、規約の一部を改
正するため、議会の議決を求めるもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 35 号

令和元年度明和町一般会計補正予算（第２号）…道路新設改良費 4,300 万円、
川俣駅東口開発事業における都市計画総務費 7,000 万円、幼児教育・保育無償
化に伴う各種経費 430 万円など合計 2 億 1,569 万 2 千円を増額し、補正後の
予算総額を 57 億 2,942 万 5 千円とするもの。

原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 36 号

令和元年度明和町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）…保険税還付金 80
万円を増額し、補正後の予算総額を 13 億 2,580 万円とするもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 37 号

令和元年度明和町介護保険特別会計補正予算（第２号）…介護保険システム改修
委託料 16 万 2 千円、介護保険基金積立金 2,287 万 2 千円、国庫支出金等精
算返還金 1,536 万 1 千円など合計 4,575 万 6 千円を増額し、補正後の予算総
額を 9 億 9,275 万 6 千円とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 38 号

平成30年度明和町一般会計歳入歳出決算の認定…一般会計歳入歳出決算を認
定に付するもの。 原案認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 議

議案
第 39 号

平成30年度明和町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定…後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算を認定に付するもの。 原案認定 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 40 号

平成30年度明和町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定…国民健康保険
特別会計歳入歳出決算を認定に付するもの。 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 41 号

平成30年度明和町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定…介護保険特別会計
歳入歳出決算を認定に付するもの。 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 42 号

平成30年度明和町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定…下水道事業特別
会計歳入歳出決算を認定に付するもの。 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 43 号

副町長の選任…副町長の任期満了に伴い、瀬下嘉彦氏の選任につき議会の同意を
求めるもの。 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

　明和町議会議員選挙後の初めての定例会にあたり、
こども園子育て支援センターボランティアにより結
成された「エンジェルス」の方々によるハンドベル演奏を、開
会前に披露していただきました。ハンドベルの響きは心を癒し、
演奏は喜びと希望を体現すると言われます。ベルの澄んだ美し
い音色を聴かせていただき、ありがとうございました。

ハンドベルの美しい音色を
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　９月定例会では８人の議員から20項目について一般質
問が行われました。
　議会だよりでは、質問と答弁を要約して掲載しています。

■早川　元久 議員 …………… ９ページ
◦国道122号バイパス沿いの集客施設について
◦農業対策について
◦保育料無償化について
◦自衛隊員募集での適齢者名簿提出について

■斎藤　一夫 議員 …………… 10ページ
◦駅前開発について
◦公共交通について

■奥澤　貞雄 議員 …………… 11ページ
◦ひきこもり問題
◦定住化に繋げる空き家利用
◦行政と業者との公平性
◦地域包括支援センター

■三浦　次弘 議員 …………… 12ページ
◦ガソリンスタンドの誘致について
◦明和こども園の発達障害等児童の受け入れについて

■岡安　敏雄 議員 …………… 13ページ
◦公職選挙法に基づく判断と対応について
◦来庁者の管理について
◦明和町の選挙制度変更に伴う成果について
◦夏休み後の自殺対策について

■坂上　祐次 議員 …………… 14ページ
◦循環型社会の形成について

■藤野　一也 議員 …………… 15ページ
◦農地の集積集約化の促進について

■関根　愼市 議員 …………… 16ページ 
◦ごみ対策について
◦国民健康保険制度について

や
さ
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

町
政
を
問
う

A
QRコードを読み
込むと、議会中
継のページが開
けます
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質
問 

耕
作
さ
れ
て
い
な
い
畑

が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

家
庭
菜
園
と
し
て
小
さ
く
区
切

っ
て
貸
し
出
す
の
も
一
つ
の
方

法
か
と
思
う
が
、
町
で
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
持
っ
て
い
る
の

か
。

産
業
振
興
課
長 
新
里
地
内
で

は
家
庭
菜
園
と
し
て
公
募
し
、

11
区
画
中
10
区
画
を
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
今
後
農
業
委
員
を

中
心
と
し
た
地
域
の
話
し
合
い

に
て
検
討
を
考
え
て
い
ま
す
。

Q  

増
え
る
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
畑
の
対
策
は 

A 

地
域
の
話
し
合
い
に
て
検
討

　
　

 　
　
　
　
　
　
　

／
産
業
振
興
課
長

質
問 

幼
児
教
育
・
保
育
無
償

化
に
伴
い
、
独
自
助
成
で
副
食

材
料
費
を
無
料
に
す
る
方
針
を

出
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

本
町
で
も
無
料
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長 

財
源
等
を
考

慮
す
る
と
、
副
食
材
料
費
の
無

料
化
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

給
食
賄
い
材
料
費
は
年
々
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
は

値
上
げ
を
せ
ず
に
、
質
を
下
げ

ず
に
、
お
い
し
く
安
全
な
給
食

の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q  

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
伴
い

         

給
食
費
の
無
料
化
は 

A 

財
源
等
を
考
慮
す
る
と
難
し
い
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

／
学
校
教
育
課
長

HAYAKAWA  MOTOHISA

早
は や か わ

川　元
も と ひ さ

久 議員

質
問 

国
道
１
２
２
号
バ
イ
パ

ス
沿
い
に
集
客
施
設
が
で
き
た

場
合
、
交
通
渋
滞
、
騒
音
な
ど

近
隣
へ
の
影
響
は
大
丈
夫
な
の

か
。
町
で
は
対
策
な
ど
を
持
っ

て
い
る
の
か
。

企
業
立
地
推
進
室
長 

開
発
区

域
内
の
新
設
す
る
道
路
も
ス
ム

ー
ズ
な
車
の
行
き
来
が
で
き
、

ま
た
集
落
の
ほ
う
へ
抜
け
道
と

な
ら
な
い
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。
騒
音
で
は
、
大
規
模
小
売

店
立
地
法
に
よ
り
騒
音
の
規
制

が
あ
り
、
今
後
進
出
企
業
と
相

談
し
な
が
ら
、
地
元
に
は
迷
惑

が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
進
め
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q  

集
客
施
設
誘
致
に
伴
う
交
通
渋
滞
等
の

    
対
策
は 

A 
地
元
に
は
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に

進
め
ま
す
／
企
業
立
地
推
進
室
長

質
問 

本
町
で
は
自
衛
隊
員
募

集
で
の
適
齢
者
名
簿
提
出
に
応

じ
て
い
る
の
か
。

住
民
環
境
課
長 

自
衛
隊
法
施

行
令
第
１
２
０
条
で
は
必
要
な

報
告
ま
た
は
資
料
の
提
出
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
提
出
に

応
じ
て
い
ま
す
。

質
問 

自
衛
隊
法
は
自
衛
隊
が

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

っ
て
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
名
簿
提
出
に
応
じ
て
い
な

い
自
治
体
も
あ
る
。
今
後
も
自

衛
隊
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
名
簿

提
出
に
応
じ
る
の
か
。

住
民
環
境
課
長 

地
方
自
治
法

施
行
令
に
定
め
ら
れ
た
法
定
受

託
事
務
の
一
事
務
で
あ
る
た
め
、

今
後
も
応
じ
て
い
く
考
え
で
す
。

Q  

今
後
も
自
衛
隊
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば

    

名
簿
提
出
に
応
じ
る
の
か 

A 

応
じ
て
い
く
考
え
で
す／

住
民
環
境
課
長
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質
問 
暫
定
的
に
ま
ち
づ
く
り

会
社
が
町
か
ら
の
み
の
出
資
で

設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
出
資

状
況
は
。

官
民
連
携
推
進
室
長 
具
体
的

な
事
業
内
容
が
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

踏
ま
え
、
事
業
計
画
が
整
理
さ

れ
て
か
ら
、
民
間
か
ら
の
出
資

や
参
画
を
依
頼
し
ま
す
。

質
問 

ま
ち
づ
く
り
会
社
設
立

の
説
明
と
内
容
が
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
。
暫
定
と
し
な
が
ら

９
カ
月
も
経
つ
。
い
つ
民
間
か

ら
の
出
資
が
得
ら
れ
る
の
か
。

官
民
連
携
推
進
室
長 

町
と
し

て
は
、
ま
だ
暫
定
期
間
と
考
え

ま
す
。
具
体
的
な
事
業
計
画
が

示
せ
な
い
状
況
で
、
民
間
に
出

資
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
で
す
。

質
問 

当
初
民
間
か
ら
の
出
資

を
募
る
と
し
て
議
会
に
説
明
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
募
集

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
具
体
的

な
事
業
計
画
が
な
い
。
い
つ
ま

で
に
作
り
、
い
つ
か
ら
公
募
を

か
け
る
の
か
。
町
長
は
出
資
の

意
思
は
ま
だ
あ
る
の
か
。

町
長 

出
資
の
意
思
は
あ
り
ま

す
。
事
業
内
容
の
中
身
が
ま
と

ま
り
次
第
内
容
を
示
し
て
、
同

意
が
得
ら
れ
れ
ば
先
に
進
ん
で

い
き
ま
す
。

官
民
連
携
推
進
室
長 

公
募
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
各
企
業
に
聞

き
取
り
を
行
う
中
で
、
事
業
の

実
現
性
が
担
保
さ
れ
な
い
と
出

資
の
判
断
が
で
き
な
い
と
の
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
ま
と
ま
り

次
第
、
民
間
出
資
を
募
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
問 

暫
定
的
に
町
長
が
社
長

と
な
っ
て
い
る
が
、
い
つ
変
更

す
る
の
か
。

官
民
連
携
推
進
室
長 

民
間
か

ら
の
出
資
を
募
る
段
階
に
は
変

更
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

A 民間出資を募る段階で変更したいと
思います／官民連携推進室長

Q 町長がいつまで社長を続けるのか 

SAITO  KADUO

斎
さ い と う

藤　一
か づ

夫
お

 議員

質
問 

温
泉
の
掘
削
は
い
つ
頃

か
。

官
民
連
携
推
進
室
長 

商
業
施

設
の
誘
致
交
渉
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
誘
致
が
決
ま
っ
て
か
ら

に
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
時
期

は
、
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

質
問 

温
泉
掘
削
の
許
可
期
間

を
超
え
て
し
ま
う
と
思
う
が
。

官
民
連
携
推
進
室
長 

誘
致
が

決
ま
れ
ば
、
変
更
申
請
を
検
討

し
ま
す
。

質
問 

西
に
温
泉
掘
削
が
で
き

な
い
場
合
、
東
に
掘
削
す
る
の

か
。

官
民
連
携
推
進
室
長 

当
初
、

温
泉
療
法
と
し
て
の
医
療
機
関

を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
興

味
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
医
療

機
関
が
温
泉
療
法
で
は
な
い
た

め
、
東
へ
の
掘
削
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

質
問 

９
月
１
日
に
行
わ
れ
た

説
明
会
の
参
加
状
況
は
。

官
民
連
携
推
進
室
長 

町
内
３

会
場
で
開
催
し
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
ポ
プ
ラ
56
名
、
ス
ズ
カ

ケ
67
名
、
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク

ホ
ー
ル
41
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

質
問 

説
明
会
で
出
た
質
問
は
。

官
民
連
携
推
進
室
長 

駅
の
近

く
に
医
療
施
設
は
不
適
切
等
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
関
わ
り
方

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

質
問 

保
健
セ
ン
タ
ー
を
一
体

化
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
。

官
民
連
携
推
進
室
長 

医
療
と

一
体
型
と
し
て
国
の
補
助
事
業

の
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
区

分
所
有
で
建
設
を
考
え
て
い
ま

す
。

質
問 

小
児
科
と
内
科
外
科
は

同
一
法
人
か
。

官
民
連
携
推
進
室
長 

別
の
法

人
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

Q
町
と
し
て
も
ジ
ェ
ロ
ン
タ
ク

シ
ー
へ
の
助
成
を

A
実
証
実
験
の
結
果
を
み
て
検

討
し
ま
す
／
町
長
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質
問 

業
者
間
の
問
題
に
行
政

が
介
入
す
る
の
は
お
か
し
い
の

で
は
な
い
か
と
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
業
者
に
よ
っ

て
対
応
が
不
平
等
で
あ
る
と
の

指
摘
で
あ
っ
た
。
町
は
業
者
と

公
平
中
立
は
ど
の
よ
う
に
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
の
か
。

質
問 

そ
れ
ぞ
れ
の
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
出
張
所
の
よ
う
な

形
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
、
町
民
の
福
祉
、

介
護
予
防
、
自
立
支
援
の
た
め

に
活
動
さ
れ
て
い
る
が
、
専
門

ス
タ
ッ
フ
は
足
り
て
い
る
か
。

質
問 

ひ
き
こ
も
り
に
関
わ
る

事
件
と
し
て
川
崎
市
や
練
馬
区

の
よ
う
な
重
大
で
悲
惨
な
事
件

が
起
き
、
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
介
護
な
ど
の
問
題
の
よ

う
に
相
談
し
や
す
い
の
と
は
違

い
、
高
齢
親
が
高
年
齢
の
ひ
き

こ
も
り
を
抱
え
る
家
庭
に
と
っ

て
は
更
な
る
負
担
、
悩
み
に
な

る
。
な
か
な
か
表
に
出
し
に
く

い
問
題
で
あ
る
。
行
政
が
前
向

き
に
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
町

質
問 

空
き
家
対
策
条
例
が
施

行
さ
れ
、
町
の
要
綱
も
整
え
ら

れ
助
成
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

総
務
課
長 

基
本
的
に
は
、
地

方
自
治
法
、
地
方
公
務
員
法
に

沿
っ
て
法
令
順
守
を
役
場
の
基

本
と
し
て
い
ま
す
。
土
地
開
発

公
社
の
用
地
利
用
や
売
買
契
約

な
ど
見
積
、
支
出
な
ど
の
チ
ェ

ッ
ク
も
監
査
委
員
を
交
え
て
検

査
し
て
い
る
の
で
、
適
正
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

介
護
福
祉
課
長 

社
会
福
祉
士
、

介
護
士
、
保
健
師
、
看
護
師
、

保
育
士
、
管
理
栄
養
士
な
ど
多

く
の
専
門
職
が
在
籍
し
業
務
を

進
め
て
い
ま
す
。
担
当
課
と
し

て
は
、
人
数
は
足
り
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

は
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
情
報
収

集
を
す
る
計
画
が
あ
る
か
。

介
護
福
祉
課
長 

地
域
の
方
と

の
連
携
を
大
切
に
し
、
各
種
事

た
。
一
歩
進
め
て
町
が
空
き
家

を
借
り
上
げ
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
、
町
外
か
ら
の
移
住
定
住

を
促
進
し
て
は
。

企
画
財
政
課
長 

高
知
県
梼ゆ

す
は
ら原

町ち
ょ
う
で
は
、
古
民
家
を
改
修
し
空

き
家
対
策
を
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
そ
の
結
果
、
３
年
間
で
１

１
７
名
の
移
住
者
、
35
戸
の
空

き
家
活
用
と
の
事
例
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
先
進
地
の
事
例

も
参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。

Q  

行
政
と
民
間
業
者
と
の
関
わ
り
は 

A 

地
方
自
治
法
に
沿
っ
て

　
　

 

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
／
総
務
課
長

A 

足
り
て
い
ま
す
／
介
護
福
祉
課
長

Q  
ひ
き
こ
も
り
統
計
調
査
を 

A 
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
ま
す

／
介
護
福
祉
課
長

Q  
空
き
家
活
用 

A 

先
進
地
を
参
考
に
し
ま
す
／
企
画
財
政
課
長

OKUZAWA  SADAO

奥
お く ざ わ

澤　貞
さ だ

雄
お

 議員

業
参
加
や
就
労
支
援
に
結
び
つ

く
よ
う
な
提
案
な
ど
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
へ
の
掲
載
、

ま
た
東
西
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
な
ど

を
設
置
し
情
報
発
信
を
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
か
ら
の
声
を
聞

き
、
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
て

い
き
ま
す
。

Q  

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は

    

足
り
て
い
る
か 
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質
問 
令
和
元
年
６
月
議
会
で

「
川
俣
駅
周
辺
や
国
道
１
２
２

号
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
集
客
施
設

に
給
油
所
が
設
置
で
き
な
い

か
」
と
の
質
問
に
対
し
、「
集
客

施
設
誘
致
の
訪
問
の
際
に
給
油

所
の
併
設
を
強
く
お
願
い
し
て

い
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
及
び

現
地
の
誘
致
の
予
定
が
あ
る
の

か
。

企
業
立
地
推
進
室
長 

矢
島
地

区
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
誘

致
に
つ
い
て
は
、
現
状
も
引
き

続
き
交
渉
を
し
て
お
り
、
併
設

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
矢
島
地
区

で
は
、
地
権
者
の
方
々
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
き
、
８
月
25
日
に

地
権
者
説
明
会
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
買
収
単
価
の
同
意
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
区
域

全
員
の
同
意
を
い
た
だ
き
、
用

地
の
提
供
に
つ
い
て
も
協
力
い

た
だ
け
る
よ
う
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

都
市
計
画
手
続
は
、
群
馬
県

か
ら
編
入
す
る
方
向
で
進
め
て

い
る
と
い
う
話
も
聞
い
て
い
ま

す
の
で
、
来
年
６
月
の
編
入
に

向
け
て
事
務
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
企

業
誘
致
も
随
時
お
こ
な
っ
て
い

き
、
矢
島
地
区
に
集
客
施
設
と

と
も
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を

誘
致
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問 
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

企
業
立
地
推
進
室
長 

企
業
か

ら
は
、
大
分
前
向
き
な
話
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
本

体
を
立
地
す
る
か
ど
う
か
の
話

が
こ
れ
か
ら
で
す
の
で
、
国
道

１
２
２
号
の
交
通
量
等
を
考
え

ま
す
と
、
立
地
で
き
れ
ば
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
併
設
の
可
能

性
は
高
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q  

こ
ど
も
園
の
発
達
障
害
等
児
童
の

    

受
け
入
れ
は

A 

園
児
に
と
っ
て
最
も
望
ま
し
い
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
／
学
校
教
育
課
長

質
問 

明
和
こ
ど
も
園
に
お
け

る
発
達
障
害
等
児
童
の
受
け
入

れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長 

明
和
こ
ど
も

園
は
、
定
員
３
６
０
名
の
大
き

な
園
で
す
。
発
達
に
特
性
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
園
児
も
い
ま
す
。

全
て
の
園
児
が
等
し
く
教

育
、
保
育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
保
育
教
諭
等
を

ク
ラ
ス
に
数
人
配
置
す
る

な
ど
、
一
人
一
人
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
医
療
機
関
に

よ
る
判
断
や
日
頃
の
活
動

の
中
で
、
園
児
の
安
全
を

十
分
確
保
で
き
な
い
場
合

は
、
園
児
に
と
っ
て
最
も

望
ま
し
い
方
法
を
保
護
者

と
一
緒
に
検
討
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
児

童
発
達
支
援
事
業
所
の
紹

介
、
あ
る
い
は
福
祉
施
設
と
の

併
用
も
勧
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
環
境
整
備
と
合
理
的
配
慮

の
検
討
、
保
育
士
、
支
援
員
等

の
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

A 集客施設が立地できれば可能性は
高いと考えます／企業立地推進室長

Q ガソリンスタンドの誘致は 

明和こども園

MIURA  TSUGUHIRO

三
み う ら

浦　次
つ ぐ ひ ろ

弘 議員
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質
問 

官
製
談
合
調
査
時
に
委

員
長
と
し
て
記
録
の
開
示
を
求

め
た
が
、
月
間
予
定
表
に
沿
っ

て
行
っ
て
お
り
特
に
来
庁
者
や

町
長
室
へ
の
訪
問
者
記
録
は
な

い
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

管
理
状
況
で
よ
い
の
か
。

総
務
課
長 

役
場
も
公
共
施
設

で
あ
り
町
民
や
業
者
に
開
放
し

て
い
ま
す
の
で
、
来
庁
者
の
記

録
は
特
に
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
町
長
室
訪
問
記
録
に
つ

い
て
は
、
町
長
の
予
定
を
庁
内

ネ
ッ
ト
で
管
理
し
て
お
り
、
事

前
予
約
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は

予
定
に
入
力
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
事
前
予
約
の
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
町
長
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
上
の
確
認
を
し
た
う
え
で

町
長
室
へ
通
し
て
お
り
、
特
に

記
録
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

質
問 

７
月
21
日
施
行
の
選
挙

で
は
掲
示
場
所
、
投
票
所
の
集

約
、
移
動
手
段
の
確
保
策
と
し

て
タ
ク
シ
ー
券
の
送
配
布
な
ど

の
変
更
の
効
果
は
。

Q  

来
庁
者
訪
問
客
な
ど
の
記
録
に
つ
い
て 

A 

開
か
れ
た
公
共
施
設
と
考
え
て
い
る
／
総
務
課
長

総
務
課
長 

掲
示
場
所
は
従
前

43
か
所
で
あ
っ
た
も
の
を
24
か

所
と
し
ま
し
た
。
当
初
、
衆
院

選
の
可
能
性
も
予
想
さ
れ
集
約

化
が
必
要
と
判
断
し
ま
し
た
。

Q  
明
和
町
選
挙
制
度
変
更
に
伴
う
成
果
に
つ
い
て  

A 

タ
ク
シ
ー
券
は
３
０
０
枚
送
付
し
た
／
総
務
課
長

OKAYASU  TOSHIO

岡
お か や す

安　敏
と し

雄
お

 議員

質
問 

地
方
選
挙
の
手
引
き
で

は
、
公
務
員
と
は
現
職
の
国
会

議
員
、
知
事
、
市
町
村
長
、
公

共
団
体
の
職
員
、
非
常
勤
の
消

防
団
員
も
含
む
と
表
記
さ
れ
て

い
る
。
何
ら
か
の
行
動
を
示
す

こ
と
は
「
選
挙
運
動
」
と
理
解

さ
れ
る
と
思
う
が
判
断
は
。

町
長 

町
長
も
公
務
員
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
但
し
、
地
位

利
用
と
は
影
響
力
や
便
宜
を
用

い
て
第
三
者
に
働
き
か
け
る
規

定
で
あ
り
、
補
助
金
、
事
業
の

認
可
、
下
の
者
へ
の
働
き
か
け

な
ど
厳
し
い
規
定
だ
と
理
解
し

て
い
ま
す
。

総
務
課
長 

地
位
利
用
に
よ
る

選
挙
運
動
は
禁
止
さ
れ
ま
す
が
、

全
て
の
選
挙
運
動
が
禁
止
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問 

地
位
利
用
と
の
判
断
は

難
し
い
と
思
う
が
、町
議
選
で

あ
る
候
補
者
と
同
行
し
た
の
は

町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
。

自
粛
し
た
ほ
う
が
誤
解
を
招
く

こ
と
が
な
い
の
で
は
。今
選
挙

Q  
公
務
員
と
町
長
の
選
挙
行
動
に
つ
い
て 

A 
地
位
利
用
が
公
務
員
の
問
題
と
な
る
／
町
長

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
は
適
正
な
事
務
執
行
を
管
理

／
総
務
課
長

前
に
、町
長
の「
あ
い
つ
に
は
入

れ
る
な
！
」な
ど
の
メ
ー
ル
が

あ
っ
た
。ま
た
、配
布
者
不
明
だ

が「
私
腹
を
肥
や
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関

係
者
と
某
議
員
と
の
厄
介
な
関

係
」な
ど
の
文
書
配
布
が
あ
っ
た
。

選
挙
妨
害
に
当
た
る
と
思
う
が
。

町
長 

メ
ー
ル
は
発
信
し
ま
し

た
が
私
的
な
関
係
の
と
こ
ろ
で

あ
り
、
第
三
者
が
見
る
ブ
ロ
グ

や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

総
務
課
長 

選
挙
違
反
行
為
は
、

取
り
締
ま
り
当
局
に
お
い
て
、法

の
手
続
に
よ
り
処
断
さ
れ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
は
適
正
な
事
務
執

行
を
も
と
と
し
て
お
り
、具
体
的

な
違
法
が
あ
る
か
否
か
の
審
議

や
判
断
の
権
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

投
票
所
は
、
駐
車
場
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
、
共
通
投
票
券
な
ど
考

慮
し
て
３
か
所
と
す
る
こ
と
で

移
動
手
段
が
確
保
で
き
た
と
判

断
し
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー
券
は
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
配
布
対
象
者

や
免
許
返
納
者
な
ど
３
０
０
枚

送
付
し
、
利
用
は
一
割
程
度
で

し
た
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

Q
夏
休
み
明
け
の
自
殺
対
策
は

A
夏
休
み
中
の
登
校
日
に
児
童

生
徒
の
様
子
を
把
握
し
、
学

校
全
体
で
共
有
し
て
早
期
対

応
に
努
め
て
い
ま
す
／
学
校

教
育
課
長
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質
問 
環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら

す
た
め
に
も
、
ご
み
の
減
量
化

は
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。
各

家
庭
か
ら
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
生
ご
み
の
搬
入
状
況
は
。

住
民
環
境
課
長 

ご
み
処
理
共

同
事
業
を
実
施
し
て
い
る
館
林

市
・
板
倉
町
・
明
和
町
全
体
の

平
成
30
年
度
デ
ー
タ
に
な
り
ま

す
が
、
台
所
か
ら
出
る
ご
み
の

全
体
の
19
％
が
生
ご
み
で
す
。

本
町
か
ら
た
て
ば
や
し
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
可
燃
ご
み
搬

入
量
は
１
７
４
１
ト
ン
（
平
成

30
年
度
実
績
）
で
、
全
体
量
の

９
・
３
％
に
な
り
ま
す
。

質
問 

も
っ
た
い
な
い
館
へ
の

独
自
処
理
が
本
町
の
ご
み
減
量

化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と

考
え
る
。
町
で
は
、
さ
ら
に
コ

ン
ポ
ス
ト
等
を
利
用
し
た
家
庭

で
の
生
ご
み
処
理
を
推
進
し
て

い
る
。
そ
の
利
用
状
況
は
。

住
民
環
境
課
長 

生
ご
み
の
削

減
を
目
的
と
し
た
生
ご
み
処
理

機
等
の
購
入
補
助
金
制
度
を
現

在
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
生
ご
み
処
理
槽
及
び
容
器

に
つ
い
て
は
、
昭
和
60
年
か
ら

約
２
８
０
０
基
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
電
気
式
の
生
ご
み

処
理
機
は
、
平
成
10
年
か
ら
約

４
０
０
基
の
補
助
を
行
い
、
ご

み
の
減
量
化
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
町
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
町
民
へ
周

知
を
図
り
ま
す
。

質
問 

家
庭
環
境
に
よ
り
生
ご

み
処
理
機
等
を
設
置
で
き
な
い

世
帯
も
あ
る
。
新
里
地
区
に
あ

る
も
っ
た
い
な
い
館
に
は
、
生

ご
み
処
理
機
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
利
用
状
況
と
課
題
は
。

住
民
環
境
課
長 
も
っ
た
い
な

い
館
に
は
、
大
型
の
生
ご
み
処

理
機
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
希

望
者
に
は
登
録
制
に
よ
り
生
ご

み
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
現

在
76
名
の
登
録
が
あ
り
、
年
間

約
２
ト
ン
程
度
の
処
理
を
行
っ

A 生ごみ削減方法の一つとして
推進を図ります／住民環境課長

Q 循環型社会の形成
　３０１０運動の取り組みは 

SAKAUE  YUJI

坂
さ か う え

上　祐
ゆ う じ

次 議員

て
い
ま
す
。
機
械
の
許
容
量
を

見
な
が
ら
、
利
用
者
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

質
問 

残
さ
ず
食
べ
よ
う
３
０

１
０
運
動
と
い
う
取
り
組
み
が

あ
る
。
県
で
も
推
進
し
て
お
り
、

生
ご
み
削
減
の
た
め
の
効
果
的

な
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

町
の
取
り
組
み
は
。

住
民
環
境
課
長 

３
０
１
０
運

動
と
は
宴
会
時
に
、
開
始
30
分

と
最
後
の
10
分
間
、
食
事
に
集

中
す
る
時
間
を
設
け
る
こ
と
で

宴
会
時
の
食
べ
残
し
を
な
く
す

取
り
組
み
で
す
。
国
内
に
お
け

る
年
間
の
食
品
廃
棄
量
は
、
約

２
８
０
０
万
ト
ン
と
言
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
う
ち
売
れ
残
り
や

期
限
を
越
え
た
食
品
、
食
べ
残

し
等
の
本
来
食
べ
ら
れ
る
は
ず

の
食
品
ロ
ス
は
、
約
６
３
２
万

ト
ン
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

町
が
食
品
ロ
ス
の
取
り
組
み
を

実
施
す
る
中
で
、
３
０
１
０
運

動
を
取
り
入
れ
て
推
進
を
図
り

ま
す
。

質
問 

も
っ
た
い
な
い
館
が
町

内
３
か
所
に
整
備
さ
れ
、
ビ
ン

類
等
の
収
集
も
増
え
て
住
民
の

生
活
利
便
性
が
向
上
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
各
地
区
の
資
源
物

回
収
の
収
集
量
に
ど
の
よ
う
な

変
化
が
あ
っ
た
か
。

住
民
環
境
課
長 

地
区
収
集
の

回
収
量
は
、
前
年
度
の
３
分
の

１
程
度
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

質
問 

今
後
、
各
地
区
で
の
資

源
物
回
収
に
つ
い
て
町
の
考
え

は
。

住
民
環
境
課
長 

住
民
の
利
便

性
を
考
慮
し
て
、
地
区
収
集
に

つ
い
て
は
今
後
も
継
続
し
た
い

と
考
え
ま
す
。
今
年
度
の
搬
入

実
績
量
を
見
て
、
町
の
環
境
保

健
委
員
会
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
資
源
物
の
受
け
入
れ
日
、

方
法
等
を
検
討
し
ま
す
。

生ごみ処理機
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質
問 

農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
農
業
従
事
者
の
減
少
、
後
継

者
不
足
、
農
薬
や
肥
料
、
燃
料

費
の
高
騰
な
ど
大
変
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
中
、
高
収
益

作
物
の
導
入
や
ス
マ
ー
ト
農
業

の
導
入
検
討
な
ど
、
新
し
い
農

業
事
業
も
進
め
ら
れ
て
い
る
現

状
が
あ
る
。
し
か
し
、
農
地
の

担
い
手
と
さ
れ
る
認
定
農
業
者

や
農
業
法
人
の
中
に
も
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
担
い
手
不
足

は
大
変
顕
著
で
あ
る
。
そ
し
て
、

認
定
農
業
者
が
耕
作
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
農
業
者

が
耕
作
し
て
い
た
農
地
を
何
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
い
う
単
位
で
次
の

担
い
手
に
引
き
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
本
町
の
農
業

の
担
い
手
の
現
状
は
。

産
業
振
興
課
長 

農
林
業
セ
ン

サ
ス
の
統
計
に
よ
る
本
町
の
農

家
数
は
、
２
０
０
０
年
に
８
３

４
戸
、
２
０
１
５
年
に
は
５
７

９
戸
で
、
約
30
％
の
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
者

の
平
均
年
齢
は
62
歳
で
あ
り
、

高
齢
化
が
顕
著
で
す
。
後
継
者

や
新
規
就
農
者
数
も
リ
タ
イ
ア

す
る
農
業
者
数
に
比
べ
て
少
な

く
、
担
い
手
は
今
後
減
少
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

質
問 

集
積
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長 

本
町
の
担
い

手
へ
の
集
積
率
は
、
平
成
30
年

度
の
実
績
と
し
て
全
農
地
面
積

に
対
し
42
・
３
％
、
３
３
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
県

内
で
も
高
い
水
準
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

質
問 
担
い
手
耕
作
地
の
交
換

に
伴
う
集
約
化
の
考
え
と
今
後

の
農
業
基
盤
整
備
の
予
定
は
。

産
業
振
興
課
長 
農
地
中
間
管

理
機
構
を
活
用
し
た
農
地
の
貸

し
借
り
を
再
度
点
検
し
て
、
農

業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
中
心
に
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
実
質
化
の
話
し
合
い

に
よ
り
農
地
の
再
配
分
を
行
い
、

FUJINO  KAZUYA

藤
ふ じ の

野　一
か ず や

也 議員

分
散
し
た
農
地
の
集
約
に
引
き

続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

今
後
の
農
業
基
盤
整
備
事
業
は
、

梅
原
地
区
と
大
輪
地
区
で
農
道

及
び
用
排
水
路
の
改
良
に
あ
わ

せ
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
、

集
約
化
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

A 
担
い
手
同
士
の
話
し
合
い
の
も
と

　
　

農
地
の
交
換
、
農
地
の
集
約
化
を

　
　

図
っ
て
い
き
ま
す
／
産
業
振
興
課
長

Q  
農
地
の
集
積
集
約
化
の
促
進
に
つ
い
て

    
町
の
考
え
は 

農地集積集約化したキャベツ畑（下江黒地内）
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質
問 
我
が
国
は
１
９
９
０
年

代
か
ら
経
済
の
発
展
に
伴
い
、

大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量

廃
棄
時
代
に
突
入
し
、
ご
み
の

量
も
増
え
、
２
０
１
９
年
環
境

省
発
表
で
は
、
東
京
ド
ー
ム
１

１
５
杯
分
の
４
２
８
９
万
ト
ン

の
ご
み
を
排
出
し
て
お
り
、
従

来
の
廃
棄
物
処
理
か
ら
限
り
あ

る
資
源
と
し
て
の
有
効
活
用
な

ど
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
を
目

指
す
と
し
て
い
る
。
ご
み
収
集

の
現
状
は
。

住
民
環
境
課
長 

家
庭
か
ら
出

る
可
燃
ご
み
収
集
量
は
、
平
成

30
年
度
は
１
７
４
１
ト
ン
、
前

年
比
３
％
増
で
す
。
ま
た
、
町

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
数
は

１
１
４
か
所
あ
り
、
住
民
一
人

が
一
日
に
排
出
す
る
ご
み
の
量

は
７
１
８
グ
ラ
ム
で
、
県
内
で

４
番
目
に
少
な
い
で
す
。

質
問 

「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分

け
れ
ば
資
源
」
と
言
わ
れ
る
紙

類
の
一
層
の
分
別
を
図
る
た
め

に
も
、
可
燃
ご
み
の
内
容
分
析

は
行
っ
て
い
る
か
。

住
民
環
境
課
長 

可
燃
ご
み
の

分
析
で
は
、
多
い
順
に
紙
類
31

％
、
生
ご
み
類
19
％
と
な
っ
て

お
り
、
紙
類
の
分
別
を
図
る
こ

と
で
灰
の
排
出
を
削
減
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

A 支援団体の組織化へ向けて支援します
／介護福祉課長

Q ごみの資源化とごみ出し困難者対策は 

SEKINE  SHINICHI

関
せ き

根
ね

　愼
し ん い ち

市 議員

質
問 

ご
み
出
し
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
は
、
外
国
人
向
け
の
看
板

や
外
国
語
版
の
ご
み
カ
レ
ン
ダ

ー
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
が
、

そ
の
効
果
は
。

住
民
環
境
課
長 

ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
付
け
た
看
板
や

外
国
語
版
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に

よ
る
周
知
で
少
し
ず
つ
効
果
が

現
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
不

適
切
な
ご
み
出
し
に
つ
い
て
は

点
検
し
、
個
人
が
特
定
で
き
る

も
の
は
訪
問
を
行
い
、
ま
た
、

捨
て
て
は
い
け
な
い
物
の
イ
ラ

ス
ト
入
り
ビ
ラ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
も
行
い
、
周
知
を
図
っ
て
い

ま
す
。

質
問 

環
境
省
は
自
治
体
な
ど

が
高
齢
者
宅
に
出
向
い
て
ご
み

を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
運
ぶ
ご

み
出
し
支
援
制
度
を
拡
充
す
る

と
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
全

自
治
体
の
23
％
し
か
取
り
組
ま

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
必
要
と
な
る
活
動
と
思
う
。

本
町
の
取
組
み
は
。

介
護
福
祉
課
長 

町
の
高
齢
化

率
は
29
・
79
％
と
な
り
、
ご
み

出
し
支
援
は
必
要
な
施
策
と
考

え
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
前
橋

市
な
ど
で
高
齢
者
宅
な
ど
に
出

向
き
、
職
員
が
週
一
回
程
度
回

収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
大
佐
貫
地
区
で

「
大
佐
貫
ち
ょ
び
っ
と
手
伝
い

隊
」
と
い
う
組
織
を
立
ち
上
げ
、

ご
み
出
し
や
枝
切
り
、
電
球
の

交
換
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
を
有
償
で
支
援
し
て
い
る

組
織
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も

江
口
、
南
大
島
、
梅
原
の
３
地

区
で
見
守
り
組
織
が
立
ち
上
が

っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
他
の
地

区
に
つ
い
て
も
立
ち
上
げ
に
向

け
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

Q
被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者

証
の
一
体
化
は

A
令
和
３
年
度
を
目
途
に
準
備

中
／
健
康
づ
く
り
課
長
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議 会 日 誌

５日	 邑楽館林医療事務組合議会臨時会
	〃	 館林地区消防組合議会臨時会
８日	 群馬東部水道企業団議会臨時会
23日	 広報委員会
29日	 広報委員会及び議会モニターとの懇談会

４日	 明和まつり
８日	 町民体育祭実行委員会
９日	 第２回議会臨時会（初議会）
20日	 邑楽郡町村議会議長会臨時会
	〃	 館林衛生施設組合議会臨時会
	〃	 道路改良促進協議会
21日	 全員協議会
23日	 群馬東部水道企業団全員協議会

２日	 議会運営委員会
５日	 第３回議会定例会（18日まで）
	〃	 決算特別委員会
	〃	 議会改革特別委員会
	〃	 広報委員会
11日	 決算特別委員会
12日	 決算特別委員会
	〃	 全員協議会
	〃	 議会運営委員会
18日	 常任委員会現地調査
21日	 東小学校運動会
	〃	 西小学校運動会
24日	 町村議会広報研修会
26日	 明和中学校体育祭
	〃	 広報委員会

８月

９月

７月

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催

の
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
、

９
月
24
日
・
25
日
に
東
京
都
千

代
田
区
の
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・

サ
ボ
ー（
砂
防
会
館
）を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
24
日
は
北

海
道
・
東
北
・
関
東
地
区
の
議

会
を
、
25
日
は
そ
れ
以
外
の
地

区
の
議
会
を
対
象
と
し
て
い
た

の
で
、
24
日
に
広
報
委
員
全
員

で
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
議
会
広
報

の
向
上
発
展
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
お
り
、
二
日
間
で
全
国
か

ら
１
７
６
町
村
議
会
議
員
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

始
め
に
『
月
刊
総
務
』
の
編

集
長
、
豊
田
健
一
氏
よ
り
「
読

者
目
線
で
親
切
な
広
報
紙
を
作

る
に
は
～
手
に
取
ら
れ
、
読
ま

れ
、
行
動
に
結
び
つ
け
る
に
は

～
」
と
題
し
て
、
民
間
誌
発
行

の
経
験
か
ら
、
貴
重
な
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
朝
日
新
聞
メ
デ
ィ
ア

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
校
閲
事
業
部

長
、
前
田
安
正
氏
よ
り
「
情
報

を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
」
と

題
し
て
、
わ
か
り
や
す
い
文
章

の
書
き
方
の
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

町
村
議
会
広
報
研
修
会

　

最
後
に
、
広
報
ア
ナ
リ
ス
ト

の
吉
村
潔
氏
よ
り
「
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
上
位
入
賞
団

体
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し

て
、
上
位
入
賞
広
報
紙
の
紹
介

と
評
価
内
容
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
広
報
委
員
と
な
っ
た

新
人
議
員
２
名
も
参
加
し
た
初

め
て
の
広
報
研
修
会
で
し
た
。

今
後
の
広
報
紙
作
成
に
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
員
研
修
報
告

よ
り
よ
い
議
会
だ
よ
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　

目
指
し
て

議
会
の
生
の
声
を

　
　
聴
い
て
く
だ
さ
い

12月６日（金）から
　　　午前９時～
12月12日（木）まで

詳しくは議会事務局へ
TEL 84-3111

次回定例会

予定です
（一般質問は12月9日・10日）
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環境にやさしいまちづくり。
「めいわ議会だより」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

町
民
の

町
民
の

声声

　
私
の
住
み
た
い
明
和
町
は
、

自
然
や
緑
が
多
く
、
ど
ん
な
人

で
も
安
心
し
て
住
め
る
よ
う
な

町
で
す
。

　
そ
ん
な
明
和
町
に
し
て
い
く

た
め
に
は
、
公
園
な
ど
を
増
や

し
た
り
、
植
物
な
ど
を
植
え
た

り
し
、
緑
を
豊
か
に
し
て
い
け

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
今
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や

高
齢
者
の
方
が
増
え
て
き
て
い

　
ぼ
く
は
、
こ
の
明
和
町
に
つ

く
っ
て
ほ
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
病
院
で
す
。
こ

の
明
和
町
に
は
病
院
が
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し
だ
れ
か
が
け
が
を

し
た
時
、
病
院
に
行
く
の
に
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
患
者
が
一
秒
で
も
早
く
助

か
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
明
和
町
に
は
あ

る
の
で
、
安
心
し
て
住
め
る
よ

う
な
施
設
を
増
や
し
て
ほ
し
い

で
す
。
今
も
、
何
ケ
所
か
あ
る

け
れ
ど
、
他
に
も
小
さ
い
子
か

ら
大
人
ま
で
が
交
流
で
き
る
場

を
増
や
し
て
い
け
ば
よ
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
然
や
緑
が

豊
か
で
、
そ
し
て
安
心
し
て
住

め
る
よ
う
な
明
和
町
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

ま
り
変
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ぼ
く
は

今
、
明
和
町
は
住
み
や
す
い
町

だ
と
思
い
ま
す
。
変
わ
り
す
ぎ

て
も
明
和
町
の
よ
さ
が
う
し
な

わ
れ
て
し
ま
う
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

　
ぼ
く
は
病
院
は
必
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
い
い

と
こ
ろ
は
変
わ
っ
て
ほ
し
く
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

東小 6 年

髙
たかはし

橋　凜
り こ

子さん

東小 6 年

須
す と う

藤　　輝
あきら

さん

5
5

5
5

5
5

5
5

5

▼
発
行
／
明
和
町
議
会　

〒
３
７
０
ー
０
７
９
５　

群
馬
県
邑
楽
郡
明
和
町
新
里
２
５
０
ー
１　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
７
６
ー
84
ー
３
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
７
６
ー
84
ー
３
１
１
４　

▼
編
集
／
議
会
広
報
委
員
会

広
報
委
員
会

　

今
年
は
７
月
に
町
議
会
選
挙

が
あ
り
ま
し
た
。
毎
日
が
曇
り

で
暑
く
は
な
く
、
選
挙
に
は
恵

ま
れ
た
天
候
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
連
日
の
猛
暑
、
今
年

も
や
は
り
暑
い
夏
で
し
た
。
年

々
暑
さ
が
増
し
て
く
る
よ
う
で

す
。
私
事
で
す
が
、
家
の
エ
ア

コ
ン
が
故
障
し
て
大
変
な
思
い

を
し
ま
し
た
。
エ
ア
コ
ン
が
無

い
と
明
和
の
夏
は
越
せ
な
い
。

そ
ん
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
各
地
で
台
風

に
よ
る
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
災
害
に
あ
わ
れ
た
方
々

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
19
号
で
は
本
町

の
避
難
所
に
約
２
８
０
０
名
が

避
難
さ
れ
ま
し
た
。
安
心
し
て

住
め
る
よ
う
議
会
と
し
て
も
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
選
挙
に
よ
り
夢
を
も

っ
た
２
名
の
新
人
議
員
が
誕
生

し
、
広
報
委
員
に
な
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
先
日
の
東
京
で

の
研
修
で
『
手
に
取
ら
れ
、
読

ま
れ
る
よ
う
な
広
報
紙
作
り
』

の
講
習
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

町
民
の
方
が
、
今・

・

・

・

・

・

、
何
を
知
り

た・

・

・

・

・

・

・

・

が
っ
て
い
る
の
か
、
読
者
目

線
で
の
広
報
紙
を
作
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
、
手

に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
広

報
紙
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
一
同
、
皆
様
の
ご

期
待
に
沿
え
る
よ
う
張
り
切
っ

て
頑
張
り
ま
す
。
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

栗
原
委
員
長
記

委
員
長

　栗
原

　孝
夫

副
委
員
長

　坂
上

　祐
次

委
員　藤

野

　一
也

委
員　三

浦

　次
弘

委
員　堀

口

　正
敏

委
員　岡

安

　敏
雄

議
長　田

口

　晴
美

  

私
の
住
み
た
い

  

明
和
町

  
ぼ
く
の

  
住
み
た
い
明
和
町
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